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「人と地域が輝き、ともに新しい価値を創造するまち　しろいし」
の実現に向けて
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　本市では、平成 22（2010）年度に「第五次白石市総合計画」を策定し、「市民が共に支え合いながら、
生きる力を育み、ふるさと白石に誇りをもてるまちづくりを進めます」を将来像として「人・暮らし・環境
が活きる交流拠点都市」をテーマに、その実現に向け市民の皆様とまちづくりを進めてまいりました。
　第五次白石市総合計画の 10年間は、東日本大震災からの復旧・復興や令和元年の東日本豪雨災害など自
然災害の発生、新型コロナウイルス感染拡大などに加え、ICT 技術の急速な発展や地球温暖化防止の取り組
みが急務となるなど私たちを取り巻く社会環境が大きく変化した時代でもありました。
　現在、本市を取り巻く環境は、少子高齢化・人口減少に加え、新型コロナ禍の影響で市民生活や経済も厳
しい状況の中にあり、また、高齢化率の高い本市においては、地域のまちづくりの支え手であった世代も減
少局面を迎えるなか、個人の価値観の多様化とも相まって地域社会のニーズも複雑化してきており、持続可
能なまちづくりを進めるうえでも大きな課題となっております。
　このような社会情勢の変化を踏まえ、市民の皆様と共有するまちづくりの指針として、新たな総合計画と
なる「第六次白石市総合計画」を策定いたしました。本計画は令和 12（2030）年度を目標年次とし、その
基本構想において「ひとづくり」「地域力の向上」「新しい価値の創造」をまちづくりの基本的視点と位置づけ、
本市が目指す将来像を「人と地域が輝き、ともに新しい価値を創造するまち　しろいし」としました。また、
基本計画において未来を担う子供たちの教育、市民一人ひとりがその個性や能力を発揮しながら地域づくり
の担い手として活躍できる人材の育成、これまで綿々と受け継がれてきた歴史・伝統・文化・自然環境など
の新たな魅力発掘やブランド化の推進と情報発信による交流人口・関係人口の拡大、スマートインターチェ
ンジの整備とともに工業団地の造成など新たな都市基盤の整備を重点戦略と位置づけ施策を
進めてまいります。
　今後、計画の実現に向け市民の皆様と行政が一体となり、総力を挙げて本市の様々な
資源をさらに育て、高めあうことで新しい価値を創造し、「ふるさとしろいし」への誇
りと愛着を持って暮らしていくことができるまちづくりを推進することで、持続可能な
「白石市」を創りあげることができるものと考えております。
　市民の皆様の一層のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
　おわりに、本計画の策定に当たり、熱心にご審議いただきました白石市総合計画審
議会委員の皆様をはじめ、市民ワークショップ、各地区地域づくり会議、グループイ
ンタビューや市民アンケート、パブリックコメントなどを通じて貴重なご意見をいた
だきました市民の皆様並びに関係者の方々に心から感謝申し上げます。

白石市長　山田　裕一

施策を

な
誇
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計画の概要１

　本市では、平成 22（2010）年度に「第五次白石市総合計画」を策定しています。計画では、「市民

が共に支え合いながら、生きる力を育み、ふるさと白石に誇りをもてるまちづくりを進めます」を将

来像とし、その実現に向けたまちづくりを推進してきました。

　この計画が令和２（2020）年度で計画期間が終了したことから、時代の潮流や地域社会環境の変化

に対応した、今後 10年間の本市の目指す将来像とまちづくりの方向性についての指針となる新たな

総合計画「第六次白石市総合計画」（以下「本計画」という。）を策定しました。

　本計画は、「基本構想」及び「基本計

画」により構成し、計画期間はいずれも

令和３（2021）年度から令和 12（2030）

年度までの 10年間とします。

　また、基本計画の各施策に基づき、具

体的な実施事業を示す３年間を計画期間

とする「実施計画」を策定し、年度ごと

に見直し（ローリング）を行います。

計画策定の趣旨

計画の構成と期間

【基本構想】　 時代の潮流や本市の特性、将来人口推計などを踏ま
え、長期的な視野に立ち、まちづくりの基本的な考
え方や市が目指す将来像を明らかにするとともに、
その実現に向けた分野目標と体系を示します。

【基本計画】　 基本構想に掲げた施策体系に基づき、重点戦略、分
野目標ごとの施策の現状と課題、方向性、成果指標
及び主な取り組みを示します。

【実施計画】　 基本計画に掲げた主要施策の実施について、実施状
況や社会動向などを踏まえて年度ごとに定めるもの
で、予算編成の指針となるものです。

基本構想

基本計画

実施計画

2021
（R3）

令和3（2021）年度～令和12（2030）年度

2022
（R4）

2023
（R5）

2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

2029
（R11）

2030
（R12）

10年間

3年
3年 3年

毎年度3カ年ローリング方式



時代の潮流
●人口減少・少子高齢化の進行と地方創生
●安全・安心への関心の高まり
●社会経済環境の変化
●地域社会ニーズの多様化
●持続可能な社会の実現

まちづくりの課題

白石市の特性
●人口・世帯
・人口減少・少子高齢化が急速に進行
・単独世帯・核家族世帯が増加

●地理的特性・歴史文化
・美しい自然に囲まれた水の豊かな盆地
・伊達政宗公の重臣・片倉家の城下町
・首都圏及び仙台市・福島市への好アクセス

●産業構造・就労環境
・農業を基盤産業とし、第二次産業割合が高い
・仙台市、蔵王町、大河原町などが通勤圏

●財政状況
・健全な財政運営

まちづくりに対する市民意識
●市民アンケート調査の結果概要
・満足度が低く、重要度が高い項目は「働く場」、
「地域の医療」、「交通の便」など
・まちの誇りは「自然の豊かさや風景の美しさ」
・住み続けたくない理由は、「買い物や余暇活
動に不便」、「医療・福祉サービスが充実して
いない」、「働く場が充実していない」

●グループインタビューからの提案
・子育てサークル、地域おこし協力隊、農業振
興団体、高齢者支援団体、高校生による、ま
ちづくりの課題、市に取り組んで欲しいこと
についての意見

●市民ワークショップからの提案
・公募の市民委員による、市の課題、10 年後
に目指したいまちの姿、その実現に向けた取
り組みなどに対する提言

人口構造の変化への対応課題 1

・移住・定住の促進や少子化対策
・交流人口や関係人口の拡大
・農業や事業所の後継者の確保
・多様な担い手づくり
・地域住民主体の地域づくり

社会経済情勢の変化への対応課題 2

・グローバル化への対応
・AI や RPA、ICT の利活用
・個性や違いを認め合う社会の形成

地域資源の活用・魅力再発見課題 3

・まちに対する誇りや愛着の醸成
・自然や歴史、伝統、文化、特産品など
を活用したプロモーション活動

・様々な産業・分野の連携

利便性の高い生活基盤の整備と
安全・安心の確保

課題 4

・交通基盤のより一層の活用と交通手段
の確保

・治山・治水や施設などの耐震化
・避難行動支援体制の強化
・地域医療体制の整備
・健康づくりの推進

持続可能なまちづくりの推進課題 5

・地域活動を支える人材育成
・公共施設の統廃合・長寿命化
・自主財源の確保
・効率的で効果的な事務事業の実施
・市民協働の仕組みの構築・運用

3

計画の全体像2



まちづくりの基本的視点 目指す将来像

「ひとづくり」
「地域力の向上」

「新しい価値の創造」

人と地域が輝き、
　ともに新しい価値を創造するまち　しろいし

分野目標 施策項目 重点戦略

次代を担う
子ども輝き戦略

1
1-1 学校教育の充実
1-2 地域・家庭の教育力の向上
1-3 生涯学習・スポーツの推進
1-4 歴史遺産・伝統文化の継承と活用

4 安全・安心を守る

5 活力・賑わいを創る

6 まちの未来を描く

1 人・文化を育む

3 暮らしをともに支え合う

2 みんなで地域づくりを進める

2-1 これからの時代に対応したコミュニティの形成
2-2 持続可能な多機能型自治の形成
2-3 協働のまちづくりの推進
2-4 市民と行政の情報の共有化
2-5 持続可能な行財政運営
2-6 社会の変化に対応できる職員の育成・確保

5-1 農林業の振興
5-2 商工業の振興
5-3 観光の振興
5-4 雇用・就労支援の充実
5-5 交流活動の促進
5-6 移住・定住の促進

3-1 地域福祉の推進
3-2 子ども・子育て支援の充実
3-3 高齢者福祉の充実
3-4 障がい者福祉の充実
3-5 地域医療体制の充実と健康づくりの推進

4-1 防災・減災対策の充実
4-2 交通安全・防犯対策の充実
4-3 地域における防災力の強化
4-4 消費者行政の推進

6-1 豊かな自然環境の維持
6-2 快適な生活環境の構築
6-3 道路・公共交通の整備
6-4 魅力ある都市空間の整備

住民主体の
地域づくり戦略

2

まちの
魅力づくり戦略

3

輝く
未来地図戦略

4
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シビックプライド
～まちへの誇りと愛着～

ひとづくり

地域力の向上 新しい価値の創造

　まちづくりを取り巻く環境やまちづくりの課題を踏まえ、「ひとづくり」、「地域力の向上」、「新しい

価値の創造」の３つを基本的視点として、本市が持続可能なまちであり続けるために、人口減少・少

子高齢化に対応したまちづくりを推進します。

まちづくりの基本的視点

まちづくりの基本的な考え方と方向性3

まちを構成する一員である
市民一人ひとりがその個性
や能力を発揮しながら、地
域の発展と課題解決の担い
手として主体的にかかわる
「ひとづくり」を中心に据え
たまちづくりを推進します。

地域社会環境の変化や様々
な課題に対し、市民一人ひ
とりが知恵を出し合い、共
に支え合いながら、それぞ
れの地域の実情に応じて主
体的に取り組むことができ
るまちづくりを推進します。

豊かな自然や美しい景観、
受け継がれた歴史、伝統、
文化、地域産業はもとより、
何気ない暮らしの一幕にあ
る地域の魅力を市民一人ひ
とりが発見し、育て、新し
い価値を創造し、市内外に
その魅力を伝えつつ、地域
資源を最大限に活用したま
ちづくりを推進します。

ひとづくり 地域力の向上 新しい価値の創造
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　人口減少・少子高齢化社会の中であっても本市が持続可能なまちであり続けるために、人材・地域・

地域資源を最大限に活用することが必要です。

　市民一人ひとりがその個性や能力を発揮しながら、地域づくりの担い手として活躍するとともに、

新たな視点で様々な地域資源・魅力を発見し、育て、高めあうことで、新しい価値を創造し、まちへ

の誇りと愛着を持って暮らしていくことができるまちづくりを推進します。

　さらに、地域共生社会の実現に向けて、市民一人ひとりの暮らしや生きがい、地域をともに創って

いくことを目指したまちづくりを推進します。

目指す将来像

人と地域が輝き、ともに新しい価値を
創造するまち　しろいし
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　国立社会保障・人口問題研究所の推計方法に準じた将来の推計人口（施策を講じない場合の将来人

口推計）は、本計画の最終年の令和 12（2030）年には 28,366 人まで減少し、65歳以上人口の割合（高

齢化率）が 42.0％になると見込まれます。

　人口減少・少子高齢化社会の中であっても持続可能なまちであり続けるために、学校教育の充実、

子育て支援、移住・定住の促進など様々な施策を総合的、戦略的に講じることにより、令和７（2025）

年の目標人口を 31,000 人、本計画の最終年となる令和 12（2030）年の目標人口を 29,200 人とし

ます。

将来人口推計

■施策を講じた場合の総人口及び年齢３区分別の目標人口

0
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35,000
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（人）

（%）

H27
（2015）

R2
（2020）

R7
（2025）

R12
（2030）

R17
（2035）

R22
（2040）

H27
（2015）

31.8%

56.7%

11.0%

36.1%

53.7%

10.2%

39.0%

51.4%

9.6%

40.8%

49.6%

9.6%

41.8%

48.2%

10.0%

43.4%

45.9%

10.7%
R2

（2020）
R7

（2025）
R12

（2030）
R17

（2035）
R22

（2040）

総人口

0-14 歳

15-64 歳

65歳以上

35,272

3,872

20,006

11,200

33,113

3,374

17,786

11,953

31,082

2,986

15,986

12,110

29,206

2,819

14,481

11,906

27,310

2,724

13,175

11,411

25,382

2,711

11,659

11,012

0-14 歳

15-64 歳

65歳以上

※H27(2015) は、年齢不詳がいるため、各年齢の合計が総人口と合わない。

※H27(2015) は、年齢不詳がいるため、表示上の数値の合計が 100％にならない。

令和12（2030）年

29,200人

目標人口
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　まちづくりの基本理念に基づき、目指す将来像の実現に向けたまちづくりを進めていくにあたり、

本市の特性を踏まえ、効率的で効果的な施策を戦略的に推進するため、分野目標を定めました。

　また、分野横断的な取り組みを重点戦略と位置づけ、本計画期間に特に力を入れて取り組むことと

します。

分野目標と重点戦略

人
・
文
化
を
育
む

み
ん
な
で
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

暮
ら
し
を
と
も
に
支
え
合
う

安
全
・
安
心
を
守
る

活
力
・
賑
わ
い
を
創
る

ま
ち
の
未
来
を
描
く

分
野
目
標

1

重点戦略 1

分
野
目
標

2

分
野
目
標

3

分
野
目
標

4

分
野
目
標

5

分
野
目
標

6

次代を担う子ども輝き戦略

重点戦略 2
住民主体の地域づくり戦略

重点戦略 3
まちの魅力づくり戦略

重点戦略 4
輝く未来地図戦略

目指す将来像
人と地域が輝き、ともに新しい
価値を創造するまち　しろいし

まちづくりの
基本的視点

ひとづくり

地域力の
向上

新しい価値
の創造
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方向性 関連する主な取組

基礎・基本学力の向上 ○夢と志を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力の育成
○教育政策推進のための基盤整備

基礎体力の向上 ○団体・組織などの育成・活動支援
○スポーツ環境の整備

まちへの誇りと愛着を持つ
児童・生徒の育成

○歴史遺産・伝統文化の次代への継承
○まちづくり宣言の実現への支援
○シビックプライドの醸成

特色ある教育の推進
○夢と志を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力の育成
○地域の人材を活用した子どもの学習機会の充実
○歴史遺産・伝統文化の価値を再認識する機会の創出

安心して出産・子育てがで
きる環境の充実

○妊娠期からの切れ目のない包括的な支援の充実と子どもの健康の確保
○安心して子育てができる環境の整備

方向性 関連する主な取組

地域における多様な交流・
連携による支え合いの体制
づくり

○地域単位での互助・共助の仕組みづくり
○防災意識の向上

地域課題の把握・共有 ○ライフスタイルに適したコミュニティの形成支援
○市民との対話の重視

地域を牽引する人材（リー
ダー）の育成

○まちづくり協議会の機能及び経営基盤の強化
○地域マネジメントをリードする人材育成

地域づくり計画の策定、
推進支援

○協働の地域づくりを推進するための体制・環境整備
○まちづくり宣言の実現への支援

女性・高齢者が活躍できる
場の整備

○生きがいづくり・介護予防の推進
○消防力強化の推進
○多文化・多世代の共生、多様性を認め合う取り組み

自主防災組織の強化、地域
防災力の向上

○地域による支え合いの体制づくり
○自主防災組織の育成支援

重点戦略4

重点戦略１　次代を担う子ども輝き戦略

重点戦略 2　住民主体の地域づくり戦略
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方向性 関連する主な取組

まちの魅力の発掘・再発見
○歴史遺産・伝統文化の価値を再認識する機会の創出
○歴史遺産・伝統文化を体感できる環境の整備
○自然に親しむ場、機会の充実

自然・歴史・伝統・文化の
継承、魅力向上

○歴史遺産・伝統文化を活用したまちづくりの推進
○観光資源の整備・活用

白石城・しろいし S
サ ン パ ー ク

unPark
を活用した賑わいづくり

○安心して子育てができる環境の整備
○特産品・伝統産品の振興
○インバウンドの推進

農商工連携、六次産業化に
よる農産物などの高品質
化、高付加価値化

○農林産物の高付加価値化
○販路拡大への支援

魅力ある景観の形成
○自然環境・自然景観の保全
○美しい景観の形成
○計画的な土地利用の推進

方向性 関連する主な取組

災害時における安定的な輸
送の確保 ○社会基盤・住宅などの耐震化の推進

防災力の強化 ○防災力強化の推進

観光振興・賑わいの創出

○観光資源の整備・活用
○広域観光の推進
○観光推進体制の構築・強化
○新たな賑わい拠点の整備

企業支援及び新規企業誘致
による働く場の創出

○製造業を中心とした企業誘致活動の推進
○雇用の創出
○就労・創業支援

未来につなぐ新しい価値の
創造拠点形成 ○スマートインターチェンジの整備・活用推進

重点戦略３　まちの魅力づくり戦略

重点戦略４　輝く未来地図戦略
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分野目標ごとの施策の方向5

1-1　学校教育の充実

生涯にわたる一人ひとりの可能性を最大化するため、確かな学力や豊かな心、健やかな体の育成を図
ります。
また、経済的条件や地理的条件、障害の有無などにかかわらず、教育を受ける機会の提供を引き続き

行っていくとともに、児童生徒の安全を確保する体制の構築を推進します。
併せて、人口減少や少子高齢化の進行、超スマート社会の到来など、社会構造の急速な変化に対応し

た学校のあり方の検討や基盤整備を行います。

1-2　地域・家庭の教育力の向上

地域・家庭・学校が協働して子どもを育てる地域学校協働活動を推進し、様々な知識や経験、技術な
どを持つ地域の人材を活用しながら、多様な体験・交流活動を通じて地域ぐるみで子どもを育むことで、
地域全体の教育力の向上と地域の活性化を図ります。

1-3　生涯学習・スポーツの推進

関係団体との連携・協力により、市民ニーズに応じた講座などの開催に努めるとともに、生涯学習・
スポーツに対する意識啓発や効果的な情報発信、生涯学習施設の整備・充実を図り、幅広い市民の参加
を促進します。
また、講座などを通じて市民が主体的に参加できる生涯学習活動、スポーツ活動、交流活動、地域活

動の実施に努めます。
さらに、生涯学習では市民が抱える課題や地域の課題に対し、気づき、仲間と共に学び、解決方法を

考えて実施する過程を通し、市民の自己成長を育めるような共同学習を支援します。

1-4　歴史遺産・伝統文化の継承と活用

将来を見据え、貴重な歴史遺産やまちの伝統文化を次代に伝えていくための取り組みを推進するとと
もに、歴史遺産を公開・活用することを通して地域の歴史文化への関心を高めます。このことにより、
歴史遺産・伝統文化の存続しやすい環境をつくり、市民のまちに対する誇りと愛着を醸成し、よりよい
まちづくりにつなげていきます。

分野目標１　人・文化を育む

SDGs の推進
　SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）とは、
平成 27年（2015）９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発目標」
のことで、17の目標から構成されます。
　本市では、本計画を推進することが SDGs の目標達成につながると考え、
分野目標の施策と SDGs（17 の目標）を関連付け、SDGs 推進に取り組む
こととしています。
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2-1　これからの時代に対応したコミュニティの形成

市と自治会、まちづくり協議会が連携して、身近なコミュニティである自治会やまちづくり協議会の
機能の再確認と強化を図るとともに、地域単位での互助・共助の仕組みづくりやライフスタイルに適し
たコミュニティの形成を図ります。

2-2　持続可能な多機能型自治の形成

自治会やまちづくり協議会が行う機能及び経営基盤の強化の推進を支援します。
また、地域おこし協力隊や生活支援コーディネーターなど地域マネジメントをリードする人材育成に

努めます。
さらに、多機能型自治を促進するための研修会の開催や関係者の相互交流機会の創出を図ります。

2-3　協働のまちづくりの推進

まちづくり基本条例の制定や広域的な中間支援組織の設置検討、市民と行政との対話機会の拡充など、
協働のまちづくりを推進するための体制・環境整備に取り組みます。
また、市民団体の経営力を高めるための支援や多様な協働を促すコーディネート機能の強化を図ると

ともに、各地区のまちづくり宣言の実現を支援します。

2-4　市民と行政の情報の共有化

従来の紙媒体による広報紙の発行に加え、SNS など様々な媒体を活用し、定期的な情報発信を効果
的に行うとともに、新しいツールの導入を検討します。
また、市民が積極的に市政に参加し、意見を出すことができる多様な機会の充実を図ります。

2-5　持続可能な行財政運営

厳しさを増す地方財政の中で持続可能な行財政運営の推進のため、自主財源の確保に努めつつ、地域
の特性や抱えている課題を踏まえた重点的な施策の推進を図るとともに、効率的で効果的な事務事業の
実施を推進します。
また、「白石市公共施設等総合管理計画」に基づいて、策定する「個別施設計画」により、効率的で
効果的な公共施設の運営を実現します。

2-6　社会の変化に対応できる職員の育成・確保

地域社会を取り巻く環境の変化に迅速かつ的確に対応することができるよう、地域課題に柔軟かつ総
合的に対応できる組織運営や職員一人ひとりの資質・能力を向上させるための取り組みを推進するとと
もに、適正な職員数の確保に努めます。

分野目標２　みんなで地域づくりを進める
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3-1　地域福祉の推進

だれもが地域の中で安心して暮らせるよう、保健、医療、教育など様々な分野にかかわる行政、住民、
事業者などが、互いに協力・連携することで、困りごとを抱えている人の状況を把握し、一人ひとりの
状況に寄り添った包括的な支援と地域ぐるみで見守り支え合う地域づくりを推進します。

3-2　子ども・子育て支援の充実

すべての子どもの健やかな成長と安心して子どもを産み育てることができる環境づくりに向けて、妊
娠・出産期からの切れ目のない包括的な支援の充実を図ります。
また、子どもたちの将来が生まれ育った環境に左右されることなく、貧困が世代を超えて連鎖するこ

とのないよう、困難な状況にある家庭の実態の把握に努め、きめ細かな支援を行います。

3-3　高齢者福祉の充実

認知症や介護が必要な状態になっても安心して暮らしていくことができるよう、一人ひとりの状況に
応じた包括的できめ細かな支援の充実を図るとともに、地域ぐるみで支え合う体制づくりを推進します。
また、高齢者が住み慣れた地域でいきいきと健康で元気に暮らすことができるよう、介護予防施策を

推進し、健康寿命の延伸を図ります。

3-4　障がい者福祉の充実

障がいのある人が地域社会の中で安心して暮らし続けられるよう、障害の状況に応じたきめ細かな福
祉サービスの充実を図るとともに、多分野連携による包括的な支援体制の構築と障がい者を支える専門
的人材の確保に努めます。
また、一人ひとりの個性や能力が発揮され、活躍できる地域社会づくりに向けて、教育的ニーズに応

じた支援の充実や合理的配慮の提供を促進しつつ、社会参加や就労の場の充実に努めます。

3-5　地域医療体制の充実と健康づくりの推進

だれもが安心して質の高い医療を受けることができるよう、公立刈田綜合病院を核とする地域医療体
制の確保を図るとともに、国民健康保険事業の効率的な運営を推進します。
また、生涯にわたって心身ともに健康的な生活を送ることができるよう、疾病の早期発見・早期治療

につなげる各種健診・検診の受診を促進するとともに、健康に関する知識の普及啓発や地域における主
体的な健康づくり活動を推進します。

分野目標 3　暮らしをともに支え合う

いきいき百歳体操こじ ゅうろうキッズ ランド
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4-1　防災・減災対策の充実

将来予想される宮城県沖地震や近年多発する風水害など、大規模災害の発生に備え、「白石市地域防
災計画」の定期的な見直しや災害時における応援協定の締結を進め、さらなる防災・減災対策の充実を
図ります。
また、災害応急対策の円滑な実施や災害時においても、行政サービスを維持し、早期復旧を図ること

ができるよう、「事業継続計画（BCP）」や各種マニュアルの定期的な見直しなどを進めます。

4-2　交通安全・防犯対策の充実

市民の交通安全意識の向上を図るため、交通安全関係団体との連携により、交通安全運動の街頭キャ
ンペーン活動、重大な事故へと発展しやすい高齢者や子どもに対する交通安全教室など啓蒙活動を実施
します。
また、防犯実動隊など、地域ぐるみで行う防犯活動を推進するとともに、防犯灯の定期的な更新や適

切な維持管理に努め、防犯環境の整備を進めていきます。

4-3　地域における防災力の強化

防災意識の向上を図るため、自主防災組織などが「自分たちのまちは自分たちで守る」ために実施す
る事業に対し、継続的な支援を行い、地域防災力の強化を図ります。
防災啓発活動や地域と連携した防災訓練などを通し、自助・共助・公助の基本的な考え方を共有し、

それぞれの役割を果たすことができるよう、市民、地域、行政などによる相互連携の取り組みを進めて
いきます。

4-4　消費者行政の推進

複雑化・多様化する消費生活相談に対応するため、消費生活相談員の研修会などへの参加を推進し、
その専門的な知識や技能を習得することで、相談体制の強化を図ります。
また、消費生活に関する意識啓発活動を推進することで、被害の未然防止に努めます。

分野目標 4　安全・安心を守る

交通安全運動地域の防災の要となる白石市消防団
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5-1　農林業の振興

生業として魅力ある農林業の振興を図るため、生産基盤の整備や農林産物の高付加価値化、販路
の拡大を進め、安定的で収益性の高い経営を支援するとともに、新たに農林業に取り組む方々や認
定農業者などの担い手の育成・確保に努めます。
また、農地の保全と森林環境譲与税を活用した森林の保全に努め、地球温暖化防止や水源の涵養

など森林が有する多面的機能の持続的発揮・促進を図ります。

5-2　商工業の振興

製造業を中心とした企業誘致を推進するため、企業立地環境の充実や積極的な PRを推進します。
併せて、既存企業に対する事業活動支援の充実を図るとともに、中小企業などの安定的、持続的な
経営基盤の強化に向け、経営指導や人材育成、事業承継などのための支援の充実を図ります。
また、関係団体と連携しながら、賑わいのある商店街づくりを推進するとともに、白石温麺や白

石和紙、弥治郎こけしなどの特産品、伝統産品の振興を図ります。

5-3　観光の振興

観光関連団体や近隣市町と連携し、推進体制の構築を図りながら、本市の強みである美しい自然
環境や歴史的建造物などを活用した観光資源及び受入環境の整備を推進します。
また、SNSをはじめ、様々な宣伝媒体を積極的に活用し、本市の魅力と観光コンテンツ情報を広

く国内外に向けて発信していきます。
さらに、ウィズコロナ・アフターコロナを見据え、訪れる方も迎える側も安心できる、新しい旅

のかたちに合わせた受入環境を整備します。

5-4　雇用・就労支援の充実

関係機関・団体と連携し、市内企業・事業所の人材確保に向けた取り組みを推進します。
また、就労環境の改善や多様な働き方ができる雇用環境の整備を促進するとともに、企業誘致や

創業支援の充実を図り、市内における魅力ある働く場を創出します。

5-5　交流活動の促進

観光や各種イベント、地域行事などへの参加・参画を通じて、様々な地域や世代の人たちとの交
流機会を充実させ、賑わいのあるまちづくりの推進により、関係人口の拡大を図ります。
また、多様な価値観や文化を持つ人との交流・つながりの中で、お互いを尊重し、多様性を認め合い、
安心して暮らすことができる地域社会づくりを推進します。

5-6　移住・定住の促進

移住・定住を促進するため、各種情報提供の充実や生活体験機会の提供、暮らす人々の生活やヒ
ストリーの紹介を通じて暮らしの魅力を発信するとともに、シビックプライドの醸成を図る取り組
みを推進します。
また、新型コロナウイルス感染症の拡大を契機に、都市部の企業を中心にテレワークが広がると

ともに、国は、休暇先で仕事をするワーケーションを推進しており、都市部からの新たな人の流れ
をとらえ、関係人口の拡大を図ります。

分野目標 5　活力・賑わいを創る
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6-1　豊かな自然環境の維持

森林の適切な管理や優良な農地の保全と育成を行うことで、蔵王連峰などの美しい山岳や田園風
景など自然景観の保全に努めます。里山や森林で行う開発行為には、自然景観などへ配慮するよう
指導するとともに、里山や自然が織りなす特徴的な景観を失うことがないよう保全策を講じます。
また、自然とふれあえる場の整備、保全及び適切な管理とともに、希少動植物が生息・生育でき

る環境の保全、創出に努め、生態系の保全に取り組みます。有害鳥獣による人や農作物への被害を
防止するための効果的な被害防止策を構築します。
さらに、自然観察会などの体験学習を取り入れた環境学習や環境関連のイベントで、環境問題に

関する情報の発信や普及・啓発を行います。

6-2　快適な生活環境の構築

市民が安全で安心して暮らすことができるよう、居住環境の整備や良質な水の安定供給、水質の
保全、公害対策を行い、快適な生活環境の構築を目指します。
空き家の所有者及び管理者に対する適正管理の支援と移住・定住の促進を図るため、空き家の活用・

流通を促進します。
また、多くの市民が不満を感じているマナー・モラルを把握し、マナーのよいまちを目指すため、

実効性のある対策を検討・実行します。

6-3　道路・公共交通の整備

道路、橋梁などの状況把握に努め、適切な維持管理及び長寿命化により、安心して通行できる道
路環境の整備を推進します。
市民が利用しやすい市民バス、乗合タクシーの運行を継続するとともに、既存の公共交通では対

応できない地域や高齢化のさらなる進展に伴う市民生活の足の確保を図るため、住民主体の移動・
外出サービスの整備を検討します。

6-4　魅力ある都市空間の整備

都市計画道路の見直しにより、過度な公共投資の抑制と効率的な都市計画道路の整備を図ります。
また、市民の憩いの場や防災機能を有している公園や緑地を安全・安心に長期間利用できるよう、

市民協働による公園管理や緑化活動に取り組みます。
さらに、豊かな自然の保護、適正な土地利用の確保のため、適正な開発行為の指導を行います。

分野目標 6　まちの未来を描く

国指定天然記念物　材木岩白石市民バ ス（きゃっするくん）
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地域づくり計画6

住民主体の地域づくりを目指して、
10地区のまちづくり宣言の実現を支援します。

小原地区
10

福岡地区
8

1
白石東地区まちづくり宣言

協力しあって
住みよいまちにする
コミュニティをつくろう！

①水害をはじめとした災害への備えを整備・充
実させ、安全・安心に暮らせるまちにします。

②日常的な交流・近所づきあいがあり、お互い
に支え協力しあうコミュニティのあるまちにし
ます。

③次世代が地域活動に参画しやすい仕組みを整
え、利便性が高く良好な住環境がこれからも
維持されるまちにします。

④子ども・若者に地域の伝統・文化を継承する
取り組みを積極的に進め、地域行事等に参加
しやすいコミュニティをつくっていきます。

2
白石西地区まちづくり宣言

災害への備えと
安心して暮らせる
良好な住環境のあるまち

①すべての世代が参画・協力しやすい方法で地
域活動を行い、常日頃から災害への備えが
整っているまちにしていきます。

②生活利便性のさらなる向上を図り、安心して
暮らしつづけられる良好な住環境をこれから
も守っていきます。

③城下町白石としての風情・伝統・文化と、き
れいな水・美しい自然を守りながら、活気あ
ふれる魅力的なまちにしていきます。

3
越河地区まちづくり宣言

「こすごう」という名の
大家族、世代を超えて
つながりあうまち、越河！

①世代を超えて対話する機会を積極的に設け、
お互いに意見を尊重しながら、地域の担い手
を育んでいきます。

②公民館事業の充実や小学校の活動への参加・
協力などを通じて、世代を超えて交流しあえ
る地域にしていきます。

③人と人のつながりを強め、高齢になってもい
きいきと安心して生活できる環境を整えてい
きます。

4
斎川地区まちづくり宣言

絆とつながりをさらに強め、
持続可能なまち
「斎川」を育む

①住民同士のコミュニケーションをもっと密に
し、隣近所でのささえあいと若者・中堅世代
の地域参画が、日常的にある仕組みを構築し
ていきます。

②空き家や耕作放棄地の増加を抑制し、次世代
が住み続けたいと思える環境を維持していき
ます。

③農作業や趣味・小商いなどで毎日が充実し、
健康的に暮らし続けられる地域にしていき
ます。

④地域のさまざまな課題に対し主体的に行動を
起こせるよう、斎川公民館を核としたコーディ
ネート機能の拡充を図ります。

⑤「甲冑堂・桜の回廊」等の史跡やころ柿づく
りなどの伝統文化を大切にし、次の世代に継
承していきます。

こあきな

白石地区の東西については、自治会を単位として、災害時に避難する指定避難所により分類。（五十音順）
白石東地区の自治会：旭町、上郡山第１、上郡山第２、郡山、寿町、寿山、鷹巣、田中、本郷第１、本郷第２、緑が丘、柳町
白石西地区の自治会：小下倉、清水小路、田町、中益岡、中町、長町、新町、西益岡、東益岡、本郷第３、本郷第４、短ケ町、南町、本町、亘理町
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白石東地区
1

白石西地区2

越河地区
3

斎川地区
4 大鷹沢地区

6

白川地区
7

深谷地区
9

大平地区5

5
大平地区まちづくり宣言

豊かな暮らしをささえる環境と
コミュニティのあるまち大平

①インフラ整備が進んでいっても、豊かな田園風景を守
りつづけるコミュニティをつくっていきます。

②すべての世代が、地域活動に積極的に参加できる多
彩な場・機会のあるまちにしていきます。

③子どもたちの声・息づかいが至るところで感じられ、
若者が定着するまちにしていきます。

④高齢者が健康でいきいきと暮らしつづけられるまちに
していきます。

7
白川地区まちづくり宣言

安心して、笑顔あふれる
白川であるために！！

①世代を超えた人の交わりで安心して暮らせる
白川をつくります。

②高田川の清流を守り、自然豊かな白川をつ
くり、若い世代に伝えます。

③地区のイベントを通じて、地域全体で子育て
ができる白川をつくります。

④人と人とのつながりを深め、助け合う白川を
つくります。

⑤尊い生命の産業である米づくりを絶やさな
い白川をつくります。

9
深谷地区まちづくり宣言

利便性と安全性の高い
住みよいふるさと・深谷

①すべての世代にとって生活の利便性と安全
性が高い、住みよい地域にしていきます。

②交流から世代間のつながりを生み出し、隣
近所での助け合いが日常的にある地域に
していきます。

③これから地域を担う人たちのための仕組み
を整え、若者が地域に定着する環境のあ
る地域にしていきます。

10
小原地区まちづくり宣言

暮らしを支える密なつながりと
持続可能な仕組みのある里づくり

①次世代にしっかりとバトンを渡せるよう、持続可能な地域運営
のあり方・仕組みを構築していきます。

②隣近所・住民同士のつながりをもっと密にし、お互いの助け合
いと交流が日常的にある、健康寿命の長い地域を目指します。

③移動手段や通信環境など、日々の暮らしを支える生活インフ
ラの整備・充実を図っていきます。

④小原小中学校を核に、世代を超えた交流・活躍の場を生み
だしながら、郷土愛と地域を担う人材を育んでいきます。

8
福岡地区まちづくり宣言

つながりを大切にした
安心・安全な地域づくり

①住民同士の絆を深め、お互いに助け・さ
さえあいながら、安心・安全に暮らせる
地域にします。

②交流を積極的に進めながら、若者・中堅
世代が地域活動に参画しやすい環境をつく
ります。

③自然や歴史などの地域の宝を大切にし、
各地区の特色ある活動がこれからも営ま
れ続ける地域にします。

6
大鷹沢地区まちづくり宣言

豊かな自然・歴史文化を継承し、共に支え合い、
住民が楽しく集える地域をつくります。

①若者が地域で活躍できて、そして、住みたくなるような地域を目指
します。

②山林・農地を守り、災害に強く、助け合う地域をつくります。

③地域の歴史と資産を伝え活用し、子どもから高齢者までが一緒に
学び合いを進めます。

④あいさつで顔が見える地域コミュニティを育み、住民同士のつな
がりやきずなを深めます。

⑤大鷹沢の魅力を地区内外に積極的に発信し、地域の活性化に繋
げます。
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